








一人ひとり異なる背景を理解し、

休養や自分を見つめなおす時間

を尊重します。

どこで学ぶ以上に、その子が

「学び続け、自分らしく生きるこ

と」を最優先します。

ICT学習や民間施設での活動を、

出席扱いや評価に繋げ、子どもの

自信を育みます。

学識経験者 教育委員会

民間支援機関 当事者

多職種にの有識者による議論から誕生

不登校支援コーディネーターが学びを繋ぐ

家庭訪問やアウトリーチ支援を通じ、一人ひとりに

最適な居場所や学習環境を提供。

学校、福祉、心理、民間団体などの有識者が、

現場の判断基準を検討し作成。

全ての大人が協同し、子どもの視点に立った、多様

な学びの機会を保障。

不登校児童生徒1,000人あたりの比率

教育支援センター

（中間教室）

通所者：563人

フリースクール等

民間施設

利用者：255人
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不登校児童生徒支援を理解する：『はばたきvol.１』



学習評価を実現させるため実務事例 （令和4年度時点での国の方向性に準じて）はばたき「vol.2」が掲げる基本的理念

全ての子どもが「自分らしく学び、自分らしく

生きる」ための多様な機会を保障。

評価は目的ではなく、子どもの学習意欲や自

己肯定感を高めるための手段。

現場の実践事例に基づき、実現可能な支援と

評価の在り方を提案。

有識者懇談会による
知見の集約

評価は「振り返り」と
次への「ステップ」

不登校は
「問題行動」ではない

不登校児童生徒の学びを支える：『はばたきvol.2』

長野県が作成した「はばたきvol.2」は、不登校児童生徒の「多様な

学び」に焦点を当てたサポートガイドです。

有識者懇談会での議論を経て、評価を「子どもの成長を支える手

段」へと、本質的な意義を尊重し、学校外での学びを適切に評価す

るための具体的な実務プロセスを提示しています。
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安心して人と関われる「居場所」と「相談」の機会を提供

オンラインゲーム、イベントプログラム、チャット交流、個別面談を通じ、自尊感情、自己肯定感を育む

費用無料／個人の端末を使用／通信料は利用者負担



児童生徒・保護者
・保護者が県へ利用申請し、自宅等からアクセス
・端末やwi-fiがない場合には、市町村が支援

市町村・在籍校
・アクション：支援を必要とする児童生徒に対する空間への誘い
・フィードバック：県から毎月「利用状況の情報提供」を受領し、
出席扱いの参考等に活用



A市 B町 C村

（仮）



○長野県における不登校支援の新たな枠組
み構築に向けた論点整理

【背景】第3次教育振興計画の終了、「はばたき」による補完、国のCOCOLOプランの提示

これらを踏まえ、従来の行動指針の改定・延長ではなく「これからの支援の在り方」を再構築する必要がある

不登校未然防止および不登校児童生徒への支援のための行動指針（平成30年）
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/documents/futoko_shishin.pdf

○ 長野県における不登校支援の新たな枠組みの構築に向けて

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/documents/futoko_shishin.pdf
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